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論文 内
容要
旨
 il五azepamは家兎の飢餓による条件付け行動及び時間弁別機能にどの様な影響を及ぼすか
 を検討した。
 実験材料及び実験動物
 5題以上の均羽あ雄家兎を用いた。飼育室は定温とした。実験装置は融加舶rり眠が
 用い耽れ・このSkinnerboxの一側の壁には1個のテコが・このテコの下に.は餌受皿があb・
 このテコがマイル似イツチに繋がれ,こあテコを動物が押ナと,このマイ如スイッチが開閉
 し,色々に計画された条件付けに従って,α49の乾喋餌ペレットが1個出る様にし七ある。尚
 一定の速度(4秒1㎝)'で動く記録脂紙上に動物がテコ押しを行なう度に上向きに,又餌が管個出る
 毎に下向きにペンが振れる様な記録装麗を連結した。
実験方法
 最初5漁以上の家兎に水を常時与え,餌は絶食させ,体重を最初の80～90%位にまで減少
 させた。次で動物は毎日定時刻に50分間Skinnerbox内に入れられ,訓練及び実験が行な
 われ,実験終了後は1時間だけ充分餌を与え,其の翌日の実験まで水だけを・与えた。最初動物に
 テコを押させる'事によって,餌が出る車を見えさせ,次にテコを1回押ぜ変に{個餌が出る事を
 覚えさせた。次に以上の訓練させた家兎はdiffereBtia■reinforce皿ent・Of
 ■owre8pon8era七es8C五e如le(以下DRLと略称ナム)によって訓練された。.
 DRLとは動物が1回のテコ押し後,次のテコ押しまで学定の設定時間以上過,ぎてからテコ押し
 を行なわないと餌が出ない。ナなわち1回のテコ押し後,次のテコ押しを設定時間以内に行むつ
 ても餌が出ず,設定時間を過ぎてからテコ押すと餌が出る仕組みのトレーデングスケジユールで
 ある』この設定時間を10秒として実験を行なった。先ずこの鋤練の進行によって・1,テコ押し反
 応間隔がどσ)ような経過をとって離れてゆくかを調べ為ために・テコ押しとテコ押しとの時間間
 隔を次々に測定し,テコ押し間隔が1秒以内のものは何回か,て一2秒のものけ何回かと次々に
 1秒毎にテコ押し数を計算し,各1秒区間内の総数による百分躯による度数分布を描いて,「反
 応間隔確墨分布」を作った。又家兎のテコ押しによって強化された後の一連のテコ押し反応を検
 討+るため属柏e8磁。豆肉の全部の強化後10秒間の各'1秒区間内のテコ押し数と全ての強
 化後10秒間のテコ押し総数による百分審で度数分布を作n,これ.を「強化後反応分布」として
 操作した。薬剤投与は少量よわ漸次大量へと与えられたが,第1回目はDRL訓練完成後,テコ
 押し総数及ぴ'「反応間隔確率分布」が10日間殆んど変動がなくなってから投与さ牲,次回の投
 与まで最短14日間以上毎日同時刻にDRL訓練を続けて行き,テコ押し総数及び「反応間隔確
 率分布」が7日商変化しないのを確かめてから次回の薬用量が投与された。Diazepam注射液
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 は琴兎の質筋内に.寛験開始50分前咋注入した。尚contrO■として,この注射液の溶媒を注
 射液として50昭/陶に当ろ量を注射し,50分後にテコ押し行動を行なわせたが,夫れも投与
 前日のテコ押し総数及ぴ「反応間隔確率分布」と何ら特別の変化が認められなかった。
実験結果
 DRLスケジュール下に動物を訓練した時,訓練の進行に伴なって,テコ押し頻度は少くなn,
 強化回数は逆に多くなった。訓練初期は短かいテコ押し間隔が多いが,訓練が完成に近づくと,
 強化回数は増え,テコ押し反応間隔の生起解率は設定間隔付近に多くな馬短かいテコ押し反応
 間隔は減少ナる。ナなわちDR'L訓練の完成時には,「反応間隔確率分布」に於て反応間隔0-
 1秒と10秒付近に頻度の高い山を持つようになった。次に「強化後反応分布」に於ては,DR
 L訓練の初期には,強化直後でテコ押し反応の生起確率は低く,その後次第に5秒迄増大し,以
 後10秒迄除夕に減少しているが,学習が進むと5秒付近の生起確率は逆に低く,強化直後及び
 強化後10秒付近の生起確率が大きく準つた。
 次に薬剤を系統的に漸次少量より大量へと投与ずると,「反応間隔確事分布」に於て,極少量
 及び少量投.与の場合,反応間隔0一て秒のテコ押し生起確率一はCon苅rO1に比して増大し,中等
 度量投与では減少,更に大量投与ではますまナGoロ七rO■に比して減少した。しかし10秒付近
 の山け薬剤の投・与景舛よつて10甦の前後で移動はあったが依然として存在した。次に「強化後
 反応分布」・に対ずる薬剤の投与量に対ナる影響け極少景投与の場合強化直機に於けるテコ押し生
 起確率けContrO1に比し丁低く・少量投与では逆にGontrO■に比して高く,中等度量投・与で
 は更に高く,更に大量投与でけCon七rO■に比して増大している汎中等度量投与よりは減少し
 ていた。以上の結果を誉とめると,通常テ・コ押し総数は行動の動因の強さを示せと云われて居り,
 bRL学習時「反応間隔確審分布」に於てテコ押し総数が減少ナれ1ぱ,反応間隔0-1秒めテコ
 押し生起確皐も減少し,これけテコ押し総数とも比例している。そこで反応間隔0-1秒のテコ
 押し生起確墨は行動の動因の強さを示ず苧いっても良い。普通行動の動因幅喚起機能としてφ動
 因と手がかn機能としての動因どに分けられるが・'「強化鋒反応分布」忽於ける強化直後のテコ
 押し生起確塾は餌を得た事}τよる手がかhとして考えられ・・手がかh機能としての動因と見なさ
 れる。又一方「反応間隔確塾分布」に於ける反応間隔0-1秒の生起確率け何ら手がかηとは関
 係た“から,これは喚趨機能としての動因と舞潅rト事ができる。以上の結果からDia屑epam極
 少量投与時には手がかり機能としての動因は低下し,喚起機能としての動因は亢進し・次で少量
 投一与時には喚起機能並びに手がかn機能としでの両動因は亢進し,中等度量投与では喚起機能と
 しての動因は低下し,手がかり機能としての動因のみが更に亢進し。大量投与では喚起機能とし
 ての動因は更に低下し,手がか軌機能としての動因は若干亢進している事がわかった。'尚時間弁、■
 別能は「反応間隔確率分布」に於いて,薬剤の大量投与でも反応間隔10秒付近の山はくずれず・
 時間弁別能にはDia唇epa皿は影響しないものと思われた。'
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 審査結果の要旨
 本論文では神経安定剤の一種であるDia密opamが飢餓によって条件付けられた家兎の条件
 付け行動及び時間弁別機能にどの様な影響を及ぼしているかを検討している。
 実験は3晦位の家兎を用い,Skinnerbox内で種々計画された条件付けに従って行なわ
 れている。
 その記録方法としては,家乗がbox内のテコを1回押す事によってpeUet型乾燥餌が1
 個出てくる仕1赴けであるが,メケジユールによってはテコを押しても〕或る一定時間は餌が出な
 いようにく.なっている。そのテコと餌が出る所にマイクロスイッチを繋ぎ,テコ押しの回数間隔
 及び餌の出る回数間隔が一定速度で動く記録用紙上に前者は上向きに,後者は下向きにペンが振
 れる様にして記録している。
 家兎は減食され,毎日一定時刻,50分間Skin且erbdx内に入れ,訓練及び実験が行な
 われた。まず家兎はテコ押しにより餌が出る事を覚え,次いで1回テコを押すことに.よって,
 1個の餌が出る事を覚鳥次にDRL10秒の訓練が行なわれた。即ち1回テコを押した後、
 10秒1、径過しないと,その間何回テコを押しても餌が出ない様な条件での訓練である。動物は訓
 練の最初はやたらとテコを押しても餌が出ないで,一方少し間を置いてテコを押すと餌が出るこ
 とを覚え,訓練が進むとテコ押し間隔10秒程度の所にテコ押しが多く浸り,餌の出る回数も多
 'くなってくる。其の訓練が完成した動物に対して,エ)ia.zepam.の極少量から大量迄及びcontro■
 としてその溶剤だけによる実験が行なわれた。夫々の実験は一回実験が行なわれるとその後5週'
 間の.問毎日DRL10秒の訓練を行ない,訓練成績が動揺しなくたって初めて次の実験が行なわ
 れた。
 普通,動物の行動の動因としては喚起機能としての動因と手がかり機能としての動因とに分け
 る事ができる'が,この行動の動因にDiazepamがどのような変化を及ぼすかが検討されているo
 Di・azepam極少量投与では手がかり機能としての動因は低下し,喚起機能としての動因は亢
 進。少量投与時には両動因共に亢進。中等度量投与となると手がかり機能のみが亢進し,大量投
 与では喚起機能の動因は底下し,手がかり機能の動因は若干亢進しているとし,又時間弁別能は
 Dia匠epamには全く影響されなかったとしている。
 以上本研究は家兎のオペラント行動に対して種々の条件による訓練を行い,これを詳細に分析
 解説し,又其の訓練完成動物に対してDiazepamの種々の量を投与し,その行動の変化を観
 察,Dia匿epamの作用機序を検討し,新知見を得たものであり.,今後の行動の研究に大たる
 示唆を与え・又寄与したものである。
 よって学位授与に値する。
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